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NIAD-UEシンポジウム
国際共同教育プログラムの質保証

―⽇中韓の連携による教育の質モニタリングを通して⾒えてきたことは―

第2部「各論」（於：⼀橋講堂）
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本プログラムの対象となるのは、神⼾・復旦・⾼麗の三⼤学に在
籍する博⼠前期課程の⼤学院⽣
ダブルディグリープログラムもしくは交換留学を通じて各⼤学に留
学した学⽣は、留学を通じて獲得した経験や知⾒を通じて、1
本もしくは2本の修⼠論⽂を執筆することになる。

※ 派遣元・受け⼊れ先となる各⼤学の⼤学院は、いずれも修⼠論⽂の執筆を
課しており、ダブルディグリー⽣は各⼤学院での修⼠論⽂の提出が必須となって
いる。

ほとんどのプログラム参加学⽣は、⼀つの⼤学を留学先とするた
め、他の⼤学へ留学した学⽣や、時期的に⼊れ違いとなった学
⽣と知り合う機会が乏しい。

→ プログラム参加学⽣の研究成果を披露し、学⽣間相互の交
流の枠組みを構築したい。
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2012年11⽉、上海シンポジウム（2012 Symposium of Campus 
Asia Program “Building Resiliency for Emergency 
Management in East Asia and the World” ）の実務者会議におい
て、年1回開催のプログラムシンポジウムに学⽣セッションを設置することが、神
⼾⼤学から復旦・⾼麗両⼤学に提案された。議論の結果、最初の学位取得
者が出る時期に合わせ、翌2013年11⽉のソウルシンポジウムから学⽣セッシ
ョンを開くことについて、各⼤学の賛同を得た。
ソウルシンポジウムにおいては、本プログラムを通じて各留学先で修⼠
号を取得した学⽣を対象とし、各⼤学から2名の学⽣（合計6名）を
報告者とすることが取り決められた。
2013年11⽉、ソウルシンポジウム（2013 CAMPUS ASIA 
Seoul Conference - “Compound Risk and Regional 
Collaboration in East Asia”）の第2⽇⽬に、学⽣セッション
を実施するとともに、プログラム同窓会の結成に向けての準備会
合が学⽣主導で開催された。
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2013年のソウルシンポジウム実務者会議において、翌2014年の神⼾シンポ
ジウムにおいては学⽣セッションの⽐重をさらに⾼め、学⽣の研究成果発表を
中⼼とする⼤会とするという⽅針が決められた。
神⼾シンポジウムの学⽣セッションは、⼝頭発表とポスターセッションから
構成され、「リスクマネジメント」というテーマのもとで、下記の学⽣を対
象としてより広範に報告者を募集・選抜した。

1. プログラムを修了・帰国し、派遣先で学位を取得済み（⾒込み）の者
2. プログラムを修了・帰国し、サーティフィケイト（修了証）を授与された者
3. プログラムを通じて現在留学中の者
4. プログラムを通じて留学予定の者
5. プログラムを通じての留学を希望する者
6. その他、発表を希望する各⼤学所属の学⽣

最終的に、三⼤学から⼝頭報告9名、ポスターセッション11名が
報告者として選ばれ、参加することになった。
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Session6-9「PBL(Project Based Learning)型教育・協働教育
・専⾨家養成教育」において、⽴命館アジア太平洋⼤学・国際教養
⼤学とともに、神⼾⼤学のキャンパスアジア・プログラムについて学⽣が
報告を⾏なった。
報告者：李ボラ（2014年度DD学⽣〔⾼麗⼤→神⼾⼤〕）

李佳（2013年度DD学⽣〔神⼾⼤→⾼麗⼤〕）
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2014年の神⼾シンポジウム実務者会議において、
翌2015年のシンポジウム（バンコクなど第三国での
開催を検討中）においては、学⽣中⼼の⼤会として
さらに新機軸を打ち出すことを検討するという⽅針が
決められた。
神⼾シンポジウムの新機軸であったポスターセッ
ションは、学⽣の発表機会を⼤幅に増やすだけ
でなく、教員を交えつつも三⼤学の学⽣間の直
接的な交流を深める意味でもたいへん好評で
あった。
来年度⼤会については、学⽣セッションの
⽐重を⾼めた今回の経験を踏まえ、報告
の質の更なる向上をはかるための募集⽅
式の⾒直し（例えば⼀般公募の導⼊）
や、プログラム修了⽣を招いたキャリアセミナ
ーなどを念頭に置いて、さらに議論を進めて
いきたいと考えている。
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